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リンパ節転移に伴 う症状を主訴 とした前立線癌の3例

春日部市立病院泌尿器科(主 任=根 岸壮治)

増 田 均,山 田 拓 己,長 浜 克 志

永松 秀 樹,根 岸 壮治

PROSTATIC CANCER PRESENTING AS PALPABLE 

       LYMPH NODE METASTASIS 

          —REPORT OF THREE CASES—

Hitoshi Masuda, Takumi Yamada, Katsushi Nagahama

Hideki Nagamatsu, and Takeharu Negishi

From the Department of Urology, Kasukabe Municipal Hospital

   Three cases of prostatic carcinoma with palpable metastatic lymph nodes are presented. In 
case 1, the intrapelvic lymph node metastases were recognized as an abdominal mass. In case 2 
and 3, non-regional superficial lymph node metastases were palpable. 

   Orchiectomy and anti-androgen therapy were effective in all cases. 

                                              (Acta Urol. Jpn.  38: 1269-1272, 1992) 
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緒 言

前立腺癌において,初 診時に触知できるリンパ節腫

脹を認めることは稀である.わ れわれは リンパ節転移

に伴う症状を主訴とした前立腺癌の3例 を経験 したの

で,若 干の文献的考察を加えて報告する.

症 例

症例1

患者は,54歳 男性で,1990年6月 頃より両側瞥部痛,

右股関節痛が出現.ほ ぼ同時期 より右下腹部の腫瘤に

気付いていた.同 年8月24日 に整形外科を受診したと

ころ,KUBに て右恥骨に溶骨性病変が見られ,骨 シ

ンチグラムにて腰椎 ・骨盤骨に多発する異常集積像を

認めたため,転 移性骨腫瘍 と診断された.排 便障害お

よび右下腹部に超手拳大の腫瘤が触知されたので,外

科領域の原発巣を考えて外科転科 となった.精 査中に

肉眼的血尿を認め,DIPに て右水腎症を認めたため

当科に依頼となった.両 下肢に浮腫.ま た両下腹部

に,そ れぞれ手拳大の可動性のない硬い腫瘤を触知 し

た.経 直腸的指診では前立腺は鷲卵大に腫大し石様硬

であった.血 液生化学 的検査に異常 を認 めなかった

が,尿 細 胞 診 で はclassIV(adenocarcinomapat.

tern)で あ った.腫 瘍 マ ーカ ー一は,PsA2,170ng/ml,

γ一sm20ng/mlと 異 常 高 値 を 認 めた.胸 部 単純x線 に

て,両 側 肺 野 に 小指 頭 大 か ら母指 頭 大 の 多 発性 の 円形

腫 瘤 陰影 を認 めた.CT(Fig.lupper)で は,骨 盤

内 リ ソパ 節 は 著 明 に腫 大 し,ほ ぼ骨 盤 内 を 占拠 して い

た.骨 シ ンチ で は腰 椎 ・骨 盤 骨 に多 発 す る異 常 集 積 像

を認 め た 。

治 療 お よび経 過:前 立 腺 針 生 検 の結 果,病 理診 断 は中

分 化 型 腺 癌 で あ った.下 腹 部 腫瘤 生 検 を 施 行 した と こ

ろ,リ ソパ 節 に 中分 化 型 腺 癌 の増 生 を 認 め た.免 疫 組

織 化 学 的 検 討 を 行 い,前 立 腺 お よび下 腹 部 腫瘤 ともに,

PSAで 染 色 され た.以 上 の 諸検 査 に よ り,prostate

carcinoma,stageD2(LYM,OSS,LUNG)と 診

断 し た.ホ ル モ ン療 法 と して,両 側 精 巣摘 除 術

diethylstilbestroldiphosphate500mg/dayの 静 脈

内投 与 を20日 間行 い,そ の 後estramustinesodium

phosphate560mg/day投 与 に て外 来 経 過 観察 してい

る.治 療 開 始 後,1ヵ 月 で 下 腹 部腫 瘤 お よび 両下 肢 の

浮腫 も消 失 した.4ヵ 月 で 胸 部X線 上 肺 転 移 巣,CT

上(Fig.llower)骨 盤 内 リ ソパ 節 転移 もほぼ 消 失

し,IVP所 見 に て水 腎 症 は 認 め な か った.21ヵ 月 後
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Fig.1.CaseLCTbeforetreatment(upper)
showingalmosttheentlrepelviccavity
occupiedbylymphnodemetastasesof

prostatecancer.CT4monthsafter
treatment(lower)showingthatpelvic
lymphnodemetastaseshaddisappeared.

の現在,原 発巣も著明に縮小し,腫 瘍マーカーも正常

範囲内となったが,骨 転移巣に関しては骨シソチ上不

変である.

症例2

患者は59歳 男性で,1990年7月 頃より両下肢の浮腫

が出現し,8月17日 よ り乏尿とな り21日に当院内科に

緊急入院となった.緊 急生化にて,BUN55.2,Cr

8・74で,腎 エコーにて両側の著明な水腎症が認めら

れた.腎 後性腎不全の診断にて当科へ依頼となった.

22日 に両側経皮腎痩造設術を施行.そ のまま精査目的

にて,当 科に転科となった.転 移時,贋 下から両側下

肢への著明な浮腫を認めた.ま た右鼠径部に腫瘤を触

知 し,右 大腿外側部痛を認めた.経 直腸的指診では前

立腺は左葉に一部に硬結を触れるが全体として萎縮 し

ていた,検 査所見では,腎 後性腎不全に伴 う腎機能の

悪化,電 解質の異常を認めたが,1週 間で正常化した.

その他尿細胞診でclassIVを 認 めた.腫 瘍マーカー

は,PSA452ng!m1,γ 一smI6ng/mlと 異常高値を認

めた、腹部 ・骨盤部CTに て骨盤内リソパ節,後 腹

膜 リンパ節,右 鼠径 リソパ節の著明な腫大を認めた,

骨 シソチにて胸 ・腰椎 ・骨盤に広範な異常集積像を認

めた.
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治療 お よび経 過:前 立 腺 針 生 検 を 施 行 した と ころ,

病 理 組 織所 見 は,低 分 化 型 前 立 腺 癌 で あ った.以 上 の

諸 検 査 に よ り,prostatecarcinoma,stageD2(L-

YM,OSS)と 診 断 した.ホ ル モ ン療 法 と して,両 側 精

巣 摘 除 術,diethylstilbestroldiphosphate500mg/

dayの 静 脈 内 投 与 を20日 間 行 った 所,著 明 に リンパ節

は縮 小 し,両 側 の腎 腰 か ら腎 孟 ・尿 管 を 造影 した とこ

ろ,尿 管 の管 外圧 迫 が 解 除 され た の で9月25日 には,

腎 痩 抜 去 が可 能 と な った,両 下 肢 の 浮腫 も完 全 に消 失

した.以 後外 来 に てSunfural600mg/day,ethinyl-

estradiollmg/day投 与 を 施 行 した.治 療 開 始 後,

4ヵ 月 で腫 瘍 マ ー カ ーは,正 常 化 した.骨 転 移 巣 に 関

して は,骨 シ ンチ 上,骨 盤 の異 常 集積 像 の一 部 が 消失

した のみ で あ る.20ヵ 月 を経 た 現 在 再 燃 は認 め られ な

い.

症 例3

患 者 は65歳 男性 で,1990年II月 頃 よ り左 下 肢 に 浮腫

が 出現 し徐 々に 増 強 し,1991年3月 に 他 院 受 診 この

時す でに,浮 腫 は膀 下 か ら左下 肢 全 体 に まで 広 が って

い た.ま た,左 鎖 骨上,左 頸 部,左 腋 下 リ ンパ 節 を触 知

した.他 院 に て 頸 部 リンパ節 を生 検 した と ころ,腎 腫

瘍 が疑 わ れ る との こ とで 当科 へ 紹 介 受 診 され精 査 目的

に て4月6日 に入 院 とな った.経 直 腸 的 指 診 で は,前

立 腺 は 鶏 卵 大 に腫 大 し石 様 硬 で あ った.検 査 所 見 では,

血 液 生 化 学 で,AIP6501u/1と 上 昇 し,ま た軽 度

の腎 機 能 障 害 が 認 め られ た.IVP上,両 側 に軽 度 の

水腎 症 を認 め た.腫 瘍 マ ー カ ーは,PSA2,140ng/ml

r-sm31ng/m1と 異 常 高 値 を認 め た.腹 部 ・骨 盤 部

CTに て 骨 盤 内 リンパ節 ,後 腹 膜 リンパ 節 の 著 明 な腫

大 を認 め た,骨 シ ンチ に て胸 ・腰 椎 ・骨 盤 に広 範 な異

常 集 積 像 を 認 めた.

治 療:前 立 腺 針 生 検 を施 行 した と ころ,病 理 組 織 所

見 は,低 分 化 型前 立 腺 癌 で あ った.前 医 で の 頸 部 リン

パ節 の 生 検標 本 を取 り よせ た 所 同 様 の 病 理 所 見 で あ っ

た.以 上 の諸 検査 に よ り,prostatecarcinoma,sta-

geD2(LYM,OSS)と 診 断 した.ホ ルモ ン療 法 と

して,両 側 精 巣 摘 除 術,diethylstilbestroldiphos-

phate500mg/dayの 静 脈 内投 与 を20日 間 行 い,以 後

外 来 に てSunfura1600mglday,ethinyl-estradioll

mg/day投 与 を施 行 した.治 療 開 始 後,4ヵ 月 で腫 瘍

マ ー カ ーは 正 常 化 し,表 在 リソパ 節 消 失,ま たCT

上 も リンパ 節 は 消 失 した.指 診 上 前 立 腺 は 著 明 に縮 小

し,下 肢 の浮 腫 も完 全 に消 失 した.し か し,8ヵ 月後

に,マ ー カ ー の再 上 昇 が認 め られ,ホ ル モ ン抵 抗 性 と

判 断 し,現 在 化 学 療 法 施 行 中 で あ る.骨 転 移 巣 に 関 し
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Tablel.本 邦 におけるリンパ節転移による症状を主訴とした前立腺癌の報告例

年 分 骨
No、 報告者 リ ン パ 節 化 転 治

齢 度 移
療 観察 期間 報 告 誌

1竹 内58

2桝59

3桝69

4辻70

5中 川69

6鈴 木65

7三 田52

8菊 地66

9羽 渕

IO池 田71

11原 田64

12五 十嵐70

13有 澤67

14世 古69

14自 験例54

腹 部 腫 瘤
(手拳 大以上)

腹 部 腫 瘤

(8×8cm)

腹 部 腫 瘤
(15×8cm)

腹 部 腫 瘤

(6×6×6cm,90g)

腹 部 腫 瘤
(手拳大以上)

側頸部,腋 下
鼠径部

腹 部 腫 瘤
頸 部

腹 部 腫 瘤頸 部

腹 部 腫 瘤
(小 児 頭 大)

鼠 径 部

腹 部 腫 瘤
(手 拳 大)

腹 部 腫 瘤左 鎖 骨
上

腹 部 腫 瘤
左 鎖 骨 上

腹 部 腫 瘤

腹 部 腫 瘤

低 摘 出術

hexcstro置

DES-D

6年

6年

低 十 精巣摘除 十DES-Dl年9カ 月

高 DES-D

低+DES-D+化 療

中

低

低

低

2年10カ 月

10カ 月

精 巣 摘 除+Estra12カ 月

精巣摘除+DES-D

精巣摘除 十DES-D3カ 月

DES・D十 化療

放射線,摘 出術
抗男性ホ ルモ ン

十DES.D

中+精 巣摘除+化 療

低+

中+

15自 験例59鼠 径 部 低+

16自 験例65左 鎖 骨 上 低+

頸 部,腋 下

抗男性ホルモ ン

精巣摘除+DES-D
十Estra

精巣摘除 十DES-D

精巣摘除+DES-D

2年

21カ 月

20カ 月

18カ 月

(8カ月で再燃)

泌 尿 器 疾 患:264-267,文 光 堂,1980

西 日泌 尿44:811-816,1982

同 上

臨 泌37:939-941,1983

泌 尿 紀 要34:1811-1814,1988

西 日泌 尿50:1705-1708,1988

日泌 尿 会 誌81:2039,1990

B泌 尿 会 誌81:1418,1ggO

日泌 尿 会 誌81:947,1990

泌 尿 紀 要37:765-767,1991

日泌 尿 会 誌82:337,1991

日泌 尿 会 誌82:320,1991

日泌 尿 会 誌82:1195,1991

日泌 尿 会 誌82:1857,1991

DES-D:diethylstilbestroldiphosphate

Estra:estramustinesodiumphosphatc

て は,骨 シ ンチ上 不 変 で あ る.

考 察

前立腺癌において,初 診時に臨床的に リンパ節を体

表から触知できる症例は,稀 である.竹 内らDはllO

例中6例,Corriereら2)は525例 中2例 のみと記 して

いる.前 立腺癌のリンパ節転移好発部位は,解 剖学的

支配領域に従 って,閉 鎖 リンパ節,内 腸骨 リンパ節,

外腸骨 リソパ節,仙 骨 リソパ節,大 動脈 リンパ節であ

り,と くに前3者 が高頻度である.自 験例3例 とも

に,こ れらの解剖学的領域の深部 リンパ節が著明に腫

大してお り,症 例1で は腫大した リンパ節が腹部腫瘤

として触れ,症 例2,3で は,著 明な下半身の リソバ

浮腫および尿管の圧迫に伴 う腎後性腎不全を起こして

いる.非 領域 リソパ節としては,症 例2で 鼠径 リンパ

節,症 例3で 左鎖骨上(Virchowリ ソパ節),左 頸

部,左 腋下 リソパ節を触知 した.Saeter等3)は,初

診時に非領域 リソパ節への転移を認めた35例 に おい

て,左 鎖骨上 リンパ節転移24例,鼠 径 リソパ節転移8

例,縦 隔 リンパ節転移6例 を報告している.斉 藤等4)

の剖検例についての報告でも,頸 部 リンパ節転移は意

外に多く,全 転移症例の18.2%に 認 められており,特

に末期においては頸部リンパ節転移は稀なものではな

く,頸 部の触診も大切である.

リソパ節転移と骨転移の関係については,リ ソパ節

転移のない骨転移の症例,そ の逆に骨転移のない リソ

パ節転移の症例が報告されてお り,リ ソパ節転移と骨

転移はそれぞれ関係なく生じると考えられている5).

しか し,Tablelに リンパ節転移を主症状とした前

立腺癌の本邦報告例を集計したが,原 発巣が低分化癌

である症例は,や は り骨転移を有している症例が多い

のが特微であった.ま た,リ ンパ節転移に関して,古

江6)は 逆 行性転移について述べており,症 例2の 鼠径

リンパ節転移については,転 移その他の理由によりリ

ンパ流の遮断が起こり逆方向のリンパの流れが生 じ,

末梢方向への逆行性転移が起こったと思われる.

治療に関して,巨 大 リンパ節転移症例では低分化型

が多いにもかかわらず,初 回の抗男性ホルモン療法に
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良 く反応している,stageD2前 立腺癌においては,治

療前マーカー値の高低と予後とは,PAP,PSA,γ 一Sm

とも関連が認められず7・8),初圓 内分泌療法 に対する

反応性が予後に関係するといわれている9・10).秋本 ら8)

は,治 療開始後3カ 月および6ヵ 月の時点で,マ ー

カーが異常値にとどまるものの予後は,正 常化 したも

のより不良であったと述べている.巨 大 リンパ節転移

症例の多 くも6ヵ 月以内にマーカーが正常化 してお

り,リ ンパ節腫大も消失している.自 験例でも,6カ

月以内に全症例ともマーカーは正常化したが,症 例

1,2で は20ヵ 月程経過した現在も再発を認めていな

いのに対して,症 例3で は8ヵ 月でホルモン抵抗性と

なってお り,一 様ではない.巨 大 リンパ節転移例では,

一見末期癌に見えても充分予後が期待できるとする報

告が多い11-13》が,長 期観察例は少なく今後の経過観

察が重要であろう.

結 語

54歳,59歳,65歳 男性に発生したリソパ節転移に伴

う症状を主訴 とした前立腺癌の3例 を経験 したので,

若干の文献的考察を加えて報告した.
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